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あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。

２０２４年１２月６日から１７日までの日程で広島県議会１２月定例

会が開かれました。物価高による影響の緩和や防災減災対策等に

かかる総額３０２億円の補正予算等、広島県宿泊税条例や介護支援

専門員実務研修等の手数料を引き下げる条例等について審議の結

果、可決成立しました。さらに、９月定例会から継続審査としていた

「令和５年度決算」について、ふくち基弘は決算特別委員長として委

員長報告を行い、認定されました。

令和６年度１２月補正予算の主な内容

特別高圧契約により電気を使用する県内中小事業者等に対し電気料金高騰の影響額の一部を支援・・・・・・６．８億円

家庭業務用LPガスを使用している県内の一般家庭や中小企業等に対し料金高騰の影響額の一部を支援・・７．４億円

海外への販路拡大や応用・実用化開発、再生可能エネルギー設備導入等に取り組む事業者への支援・・・１１．９億円

県民の安全・安心を支える防災・減災対策等を着実に推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７７．３億円

県人事委員会の勧告を踏まえて給料表の改定等を実施・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８０．５憶円
etc.  

宿泊税に関するアンケート結果

前号の県政だよりで宿泊税について

皆様のご意見を伺いました。アンケー

ト結果がまとまりましたのでご報告し

ます。総回答数は１０４件で、

賛成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７

どちらかといえば賛成・・・・・・・２１

反対・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

どちらかといえば反対・・・・・・・１０

その他・回答なし・・・・・・・・・・・１８

という結果になりました。ご協力誠に

ありがとうございました。

宿泊税については、今次定例会で条例案は可決されましたが、皆

様から様々なご意見をいただきました。アンケート結果は右の通り

ですが、「導入理由や使い道が分からない」といったご意見を頂き

ましたので、下記に概要を記載します。

宿泊税の概要

宿泊税は、地域資源の魅力を高める施策や旅行客の満足度や利

便性を高める受入環境整備等に活用するために導入するものです。

集めた税を基金に積み立てて、観光消費額を増やす取組や観光産

業の持続的成長に資する施策に使うこととしています。

県内宿泊施設の宿泊者１人につき一律で２００円を徴収するもの

で、修学旅行などの宿泊は課税免除、税抜き６，０００円未満の宿

泊も課税免税されます。

決算特別委員長として委員長報告を行うふくち基弘
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２０２５年度当初予算編成等に関する要望項目

● サプライチェーン全体で適正な価格転嫁と賃金の引上げを実施でき

る環境整備の支援と啓蒙に努めること。

● カスタマーハラスメントが深刻になってきており、倫理的な消費者行

動の促進に向けた消費者教育についても強化を行うこと。

● 保育施設の配置基準をOECD先進国並みとし、質の高い幼児教育・

保育を提供できるようにすること など

会派「民主県政会」として、「２０２

５年度当初予算編成等に関する要

望書」を湯崎知事に提出し、意見交

換を行いました。

１０月から１２月にかけて開かれた生活福祉保健委員会で質疑を行いました。
１０月の委員会で「第４次広島県消費者基本計画」の骨子案が示されました
が、最近課題となっているカスタマーハラスメント（カスハラ）への対応について
記載がなかったことから、東京都で成立した条例や他の県や市の消費者基本
計画を参考に明記するよう求めました。その結果、１２月に示された素案ではカ
スハラ対策が明記されました。１月に委員会で集中審議を行います。
また、介護支援専門員（ケアマネ）に対して行われたアンケート調査の結果が
示され、研修費用が負担であることが明らかになったことから負担軽減を求め
ました。結果、今次１２月定例会の議案として、介護支援専門員の研修手数料
を５８，０００円から５４，０００円に引き下げる等の条例が提案され成立しました。
主任ケアマネの研修費用が対象外のため、その引き下げを求めました。

上野寛治議員（広島市安芸区）

（質問） 県民に安心安全な水を届けるためには、条例を

制定して森林や水源地の土地についての取引を可視化

し、不適切な売買を防止する必要があるが、県において

水源地域保全条例を制定する考えがあるのか。

（答弁） 本県においては、土地所有者等が開発行為を

行う際には、申請の内容を法律に基づき厳正に審査、指

導することとしており、不適正な利用を防止する体制は

整っているため、条例を直ちに制定する必要性はないと

考えているが、今後の国の動向や条例を制定している他

県の状況を注視しつつ、水源を守るための施策がより効

果的に機能するよう取り組む。

鷹廣純議員（広島市安佐南区）

（質問） 宿泊税導入により新たに確保できる財源は、約

２３億円とのことだが、今後の観光振興施策について具

体的にどのように取り組んでいくのか。

（答弁） 宿泊税の使途の具体化や市町への交付金等の

規模・配分方法等については、市町説明会の開催や宿

泊事業者等からの意見聴取を実施するなど、関係者か

らの提案等も伺い、県内全域での広域周遊を促進する

観点も踏まえつつ市町や事業者等と連携を図り、旅行者

の満足度を高め、滞在時間の増加や宿泊を促すなど、

本県の観光消費額を押し上げていくことにより、観光が

県経済の成長を支える産業の一つとなるよう取り組む。

このたび全国都道府県議会
議長会から、在職１５年勤続の
表彰状をいただきました。こうし
て県議会議員として活動を続け
ることができますのも、皆様の
ご指導の賜物と深く感謝申し上
げます。初心を忘れず県政発
展に努力してまいります。


